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Windows Storage Server 2003 R2 の位置付け 



か 


Windows Server 2003 


NT4 と比較として64%も高速なファイルサービス 
共ちフォルダのシャドウコピー 
セキュアな構成 


糊纔 ぉ™ 


SP1 ベース 

ブランチオフイスの管理機能の強化 
効率化されたストレージ管理の提供 





Windows 

Storaae server 200 3 の 

\_ 

-専用の管理コンソールの提供 
- SIS (Single Instance Storage) 

-フルテキスト検索 





Windows Storage Server 2003 R2 は、 Windows Server 2003 R2 をべースとしているため、 
Windows Server 2003 R2 の高い信頼性と統合性を兼ね備えています。また、同じ操作性であ 
るため、 Windows Server の経験者であれば、すぐに使いこなすことができます。 

Windows Storage Server 2003 R2 は、フ ァイ ルサーバーに特化した OS であるため、 
Windows Server 2003 R2 とは異なる最適化がおこなわれています。また、大容量のストレー 
ジを効率的に管理するために、 次の機能も追加されています。 

-専用の管理コンソールの提供 

-フルテキスト検索 
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Windows Storage Server 2003 R2 の特徴 


■ 導入コストの削減 
■ 容易な展開 
. 簡単な管理 
■ 局い信頼性 

. マルチプラットフォーム対応 
■ Windows ネットワークとの親和性 



Windows Storage Server 2003 R2 には次の特徴があります。 
•導入コストの削減 
-容易な展開 
• 簡単な管理 
-高い信頼性 

-マルチプラツトフオーム対応 
• Windows ネツトワークとの親和性 
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導入コストの削減 



Windows Storage Server 2003 R2 では、クライアントが Windows Storage Server 2003 R2 の 
共有リソースにアクセスするためのライセンス（クライアントアクセスライセンス： CAL ) を 
用意する必要がありません。そのため、 1 台のファイルサーバーを多くのユーザーで利用す 
る企業では、導入コストを大幅に削減することができます。 
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容易な展開 



15分化内にセットアップ完了するように設計巧み 


Windows Storage Server 2003 R 2 は、ファイルサーバー専用機であるため、あらかじめ、ファ 
イルサーバーに特化したセットアップがおこなわれています。これにより、ネットワークに 
接続するだけで、すぐに使用を開始することができます。 
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簡単な管理 



リモートデスクトツプと GUI ベースの MMC 管理コンソールを使用してネツトワーク経由 
で容易に管理することができます。さらに Windows Storage Server 2003 R 2 は Windows 
Server 2003 R 2 をべースとしているため、 Windows Server の知識がある管理者は、 Windows 
Storage Server 2003 R 2 の操作を学習することなく使用できます。 
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マルチプラットフォーム対応 



Windows Storage Server 2003 R 2 はマルチプラットフォームに対応しており 、 SMB (Server 
Message Block)、NFS (Network File System)、AFP (Apple Filing Protocol ) をサポート 
しています。そのため、 Windows クライアントだけでなく、 UNIX / Linux クライアントや 
Macintosh クライアントからも 、 Windows Storage Server 2003 R 2 の共有リソースにアクセ 
スすることができます。また、これらの異機種のクライアントと Windows クライアント間 
でデータの交換も巧能です。 
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Windows Storage Server 2003 R 2 は、ベースが Windows Server 2003 R 2 であるため、そのまま、 
高度な Windows ネットワークをま用することができます。例えば 、 Windows Storage Server 
2003 R 2 は 、 Active Directory ドメインに参加することで、アカウント管理を容易にすること 
ができます。さらに Microsoft Systems Management Server 2003 (SMS 200 3) や Microsoft 
Operations Manager 2005 (MOM 2005) のエージェントコンポーネントをインストールする 
ことで 、 Windows Storage Server 2003 R 2 を集中監視することができます。また、ウイルス 
対策やバックアップソフトウェアなどの ISV ユーティリティをインストールすることも可能 
です。 
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展開シナリナ 



Windows Storage Server 2003 R 2 の使用用途は、フアイルサーバーだけではありません。 
Windows Storage Server 2003 R 2 には、次の展開シナリオがあります。 

•フ アイル サーバー 

• サーバー の集約 
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フアイルサーバー 



組織の規模に関わらず、 Windows Storage Server 2003 R 2 を専用のファイルサーバーとして 
展開することができます。 Windows Storage Server 2003 R 2 は高度な共有リソースサービス 
を実装する Windows Server 2003 R 2 がべースであるため、シャドウコピーやオフラインファ 
イルなどの大容量のデータを効率的に管理するための機能が使用できます。 

また、 Windows Storage Server 2003 R 2 は、ファイルサーバーに特化した OS であり、ファ 
イルサービスと無関係な サー ビスの実行を省いているため、を定したサービスと デー タの提 
供が可能となっています。また、充実したリモート管理機能とブランチオフィス機能により、 
管理者のいない支社や支店への導入にも最適です。 
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運用管理の負担を大幅 
に減らすことができた。 


Windows Storage 
Server 2003 R2 


サーバーの集約 


UNIX/Linux サ ー/ 


集約 


Windows サ ー /く一 






Macintosh サー/又一 


ディスクの容量の少ない古い Windows Server や UNIX / Linux や Macintosh などの異機種の 
フアイルサーバーを、1台の Windows Storage Server 2003 R 2 に統合することができます。サー 
バーを統合することで、 ライセンス料、設置スぺース、管理コスト、電源容量などを節約す 
ることができます。 
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スト レー ジ管理ツール ( SRM ) 



通甫、 NAS には、モニタやキーボード、マウスが接続されていないため 、 Windows Storage 
Server 2003 R 2 の管理も、次のリモート管理を使用しておこないます。 

-リモートデスクトツプ 

• Windows Storage Server Management 
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リモートデスクトップは、任意のクライアントから Windows Storage Server 2003 R 2 のコン 
ソール（デスクトップ）にリモートアクセスする機能です。リモートデスクトップを使用す 
れば、あたかも NAS 上にキーボード、マウス、モニタを接続して、操作をしている感覚で、 
管理をおこなうことができます。 

Windows Storage Server 2003 R 2 では、既定でリモートデスクトップが有効化されており、 
Administrators グループのメンバに接続の許可が割り当てられています。 

Windows Storage Server 2003 R 2 で、一度に実行できるセッシヨンは2つまでです。2つ]■乂 
上のセッシヨンを確立しようとすると、「夕ーミナルサービスの最大接続数を超えています」 
というメッセージが表示され、セッシヨンは切断されます。 
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Windows Storage Server Management 



Windows Storage Server Management は、ストレージ管理に特化した Windows Storage 
Server 2003 R 2 専用の MMC コンソー ルです 。 Windows Storage Server Management は、次 
のスナップインから構成されており、ディスクの初期化からフォルダの共有まで、単一のコ 
ンソ ー) レで操作可能となっています。 

• File ：5 erver Resource Manaaer 

• Share Folder Management 

• Disk and Volume Managementn ] 

• Services and Applications 。] 

• Microsoft Services for NFS 

• Print Management 

[1] 既定で SAN 用記憶域マネージャ、ディスクデフラグツール、ディスクの管理を含みます。 
に]既定でインデックスサービスをさみます。 
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Windows Storage Server 200 3 R 2 は 、 Windows クライアントに対して 、 SMB または HTTP 、 
FTP 接続で共有リソースへのアクセスを提供します。 

参 SMB 接続 

SMB は、 Windows および DOS のネイティブなファイル共有プロトコルです。 SMB は、主に 
NetBIOS インタフエースを介した TCP/IP (NetBIOS over TCP/IP : NBT ) を使用して通信をお 
こないます。 NetBIOS は通信に TCP と UDP の137から139までの複数のポートを使用する 
ため、主にイントラネットで使用されています。ただし 、 Windows 2000於降では、 SMB と 
NBT の代わりに 、 CIFS (Common Internet File System ) と TCP/IP を使用し 、 TCP と UDP の 
445のポートだけで同様の通信をおこなうこともできます [1 ]。 

参 HTTP 接続 

Windows Storage Server 2003 R 2 に Internet Information Services 6.0 (IIS 6.0) および WWW 
サービスを追加インストールすることで 、 HTTP (Hypertext Transfer Protocol ) による共有 
リソースへのアクセスが可能となります。本来、 HTTP は、 Web サーバーと Web ブラウザ 
との間のファイル転送で使用されていますが、これを拡張した WebDAV (Web Distributed 
Authoring and Versioning ) がサポートされているため、ファイルやフォルダの管理も可能と 
なっています。また 、 Windows SharePoint Services によるドキュメント共有も可能です。 
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• FTP 巧続 

Windows Storage Server 2003 R 2 に IIS 6.0 および FTP サービスを追加インストールすること 
で 、 FTP tile Transfer Protocol ) による共有リソース への アクセスが可能となります。 FTP は、 
インターネツト標準のフアイル転送プロトコルであるため、多種のクライアントとファイル 
交換をおこなう場合に便利です。 


川ダイレクトホストと呼ばれます。 
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[Share Folder Management ] コンソール 



5^ File Action View 曲 ndew Help 


因面區 を |BD 


こ J Windows な wage Server Management 

S 围 BUFFALO ストレージマネージサー (Local) 
田 ^ File Server Resouixe Manager 
迈 "4 勺 DFS Management 
曰 & Share Folder Management 
ピ 白 !^ ESSSI 
• j が有 
«J むシ 3 ン 
レ ! P 月いている巧イル 
苗 & Disk and Volume Management 
» 巧 Services and Applications 
•:る Microsoft Services for NFS 
•1 & Print Management 


名 ■ 柏 ‘ _ 

みち 

占むシ 3 ン 

is ! 巧いているファイル 


Actions 

巧ちフォルタ 
More Actions 


画因巧 




SMB 接続をおこなうクライアントに対して、共有リソースを提供するためには、適切なボ 
リュームでフォルダを作成し、そのフォルダを共有する必要があります。この作業は 、 [Share 
Folder Management ] コンソールでおこないます。 

[Share Folder Management ] コンソールでは、次の操作が可能です。 

• 新しし、共有フォルダを作成する。 

• 共有を停止する。 

•接続の状態（セッション、開いているファイル）を確認する。 

-接続を切断する。 

• シャドウコピーを構成する。 
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新しい共有フォルダを作ぶする 

(1 )Windows Storage Management のツリーウインドウから [ BUFFALO ストレージマネー 
ジヤ ー（ Local )] 一 [Share Folder Manaement ] をクリックします。 


(2) [Share Folder Mangement ] が表示されます。肤有フォルダ]一肤有]をクリックし、 
操作ウィンドウの [More Actions ] から[新しい共有]をクリックします。 

(3) [フォルダの共有ウィザードの開始]が表示されます。 

(4) [フォルダパス]が表示されます。[フォルダパス]に既存のフォルダのパスまたは新しく 
作成するフォルダのパスを入力します。 

(5) [名前、説明および設定]が表示されます。[共有名]と[説明]を入力します。また、[変 
更]ボタンをクリックして、オフラインファイルの設定を変更することもできます。 

(6) [アクセス許可]が表示されます。共有フォルダのアクセス許可を3種類のテンプレート 
から選択できます。また、[カスタマイズ]ボタンをクリックすることで、任意のアクセ 
ス許可を設定することもできます。 

アクセス許可では、共有へのアクセス許可のみ設定をおこないます。ファイル、フォル 
ダの NTFS のアクセス許可は別途、設定が必要です。 

(7) [共有に成功しました]が表示されます。[閉じる]ボタンをクリックします。 

Windows Storage Server 2003 R 2 には、あらかじめ、 C $ や ADIV 1 IN $ などの共有フォルダ 
が作成されています。これらの共有フォルダは「管理共有」と呼ばれるもので、まに管 
理者がリモートから Windows Storage Server 2003 R 2 のボリューム全体にアクセスする 
ために使用します。 
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共有リソースの管理 



Windows Storage Server 2003 R 2 では、共有リソースに対して、次の管理設定をおこなうこ 
とがでさます。 

• ユーザー数制限 

• アクセス許巧 

-オフラインファイル 

-共有フォルダのシャドウコピー 
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ユーザー 数制限 



ユーザー数制限は、共有リソースに一度にアクセスできるユーザー数を制限する機能です。 
既定では、ユーザー数制限は無制限となっていますが、アクセスするユーザー数が増加した 
場合には、ファイルサーバーの負荷を軽減するために、ユーザー数制限をおこないます。 


ユーザー数を制限する 

(1) Windows Storage Management のツリーウィンドウから [ BUFFALO ストレージマネー 
ジャ ー（ Local )] 一 [Share Folder Management ] をクリックします。 

(2) [Share Folder Management ] が表示されます。肤有フォルダ]一肤有]一[《共有フォ 
ルダ名》]をクリックし、操作ウィンドウの [More Actions ] から [ Properties ] をクリッ 
クします。 


(3) [《共有フォルダ名》のプロパティ]の[全般]タブが表示されます。[ユーザー数制限]の[最 
大]をクリックし、制限する人数を入力します。 
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アクセス許可 



Windows Storage Server 2003 R 2 の共有リソースにアクセス許巧を割り当てることで 、ユー 
ザーのアクセスを制限することができます。共有リソースへのアクセス許可には、 NTFS アク 
セス許可と共有アクセス許可があります。 

参 NTFS アクセス許巧 

NTFS で フオー マットしたボリュームのファイルとフオルダに NTFS アクセス許可を割り当て 
ることができます。基本となるアクセス許可は、次の6種類です。これらのアクセス許可は、 
□—カルまたはドメインのユーザーとグループに追加することが巧能です。 


NTFS アクセス許巧と内容 

フォルダ内容の一覧表示 

フォルダ内のファイルとフォルダを表示できます（フォルダのアクセス許可のみ)。 
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読み取り 

ファイルとサブフォルダの内容、属性、アクセス許可を表示できます。 


読み取りと実行 

ファイルとサブフォルダの内容、属性、アクセス許可を表示し、アプリケーシヨンを実行で 
きます。 


書き込み 

ファイルとサブフォルダの内容を表示と変更ができます。変更ファイルとサブフォルダの内 
容を表示と変更できます。また、削除をおこなうことができます。 


フルコント□—ル 

ファイルとサブフォルダに対してすべての操作ができます。 

共有フォルダのアクセス許可 

共有したフォルダに共有フォルダのアクセス許可を割り当てることができます。共有フォル 
ダのアクセス許可は次の3種類です。これらのアクセス許可は、口ーカルまたはドメインの 
ユーザーとグループに追加することが巧能です。 


巧有フォルダのアクセス許可 

読み取り 

フォルダ内のファイルとサブフォルダを表示できます。また、ファイルの内容、属性、アク 
セス許可を表示し、アプリケーションを実行できます。 

変更 

[読み取り]に加えて、ファイルとサブフォルダの追加と削除ができます。また、ファイルの 
内容を変更できます。 

フルコントロール 

ファイルに対してすベての操作ができます。 
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最終的なユーザーのアクセス許可は、 NTFS アクセス許可と共有フォルダのアクセス許可は 
OR (論理和）で求められます。例えば、 NTFS アクセス許可が，[読み取り]で、共有フォル 
ダのアクセス許可が[変更]の場合、最終的なアクセス許可は[読み取り]になります。 


NTFS のアクセス許巧ををまする 

(1) Windows Storage Management のツりーウィン ドウから [ BUFFALO ストレージマネー 
ジャ ー（ Local )] 一 [Share Folder Management ] をクリックします。 

(2) [Share Folder Management ] が表示されます。肤有フォルダ]一肤有]一[《共有フォ 
ルダ名》]をクリックし、操作ウィンドウの [More Actions ] から [ Properties ] をクリッ 
クします。 

(3) [《共有フォルダ名》のプ□パティ]の拴般]タブが表示されます。[セキュリティ]夕 
ブをクリックします。 

(4) [セキュリティ]タブが表示されます。任意の NTFS のアクセス許可に変更します。 


共有のアクセス許巧ををちする 

(1) Windows Storage Management のツリーウインドウから [ BUFFALO ストレージマネー 
ジャ ー（ Local )] 一 [Share Folder Management ] をクリックします。 

(2) [Share Folder Management ] が表示されます。[共有フォルダ]一肤有]一[《共有フォ 
ルダ名》]をクリックし、操作ウィンドウの [More Actions ] から [ Properties ] をクリッ 
クします。 

(3) [《共有フォルダ名》のプ□パティ]の[全贼タブが表示されます。[共有のアクセス許可] 
タブをクリックします。 

(4) [共有のアクセス許可]タブが表示されます。任意の共有のアクセス許可に変更します。 
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ホフラインフアイノレ 



①ホフラインフアイ J レの取得 



オフラインファイルは、ファイルサーバーの共有リ ソース をクライアントに キャッシュ する 
機能です。例えば、モバイルコンピュータでオフラインファイルを使用すれば、モバイルコ 
ンピュータをネットワークから切り離した後も、ネットワークに接続していたときと同様に 
ファイルサーバーのファイルにアクセスすることができます。また、オフラインファイルが 
有効な場合、クライアントはネットワークに接続されている状態ても、オフラインファイル 
を使用するため、パフオーマンスが向上します。 


オフラインファイルは次のように動作します。 


(1) ファイルサーバーの共有フォルダのファイルをオフラインファイルとして取得し、クライ 
アントにキャッシュします川。 

(2) ファイルサーバーにアクセスできない環境でも、クライアントはキャッシュしていたファ 
イル（オフラインファイル）を自由に編集できます。 

(3) クライアントが再び、ネットワークに接続されたとき、オフラインファイルとファイルサー 
ノ く一のファイルを同期します。 
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Windows Storage Server 2003 R 2 では、既定で手動によるオフラインファイルの利用が有効 
となっています。これは、セキュアなファイルサーバーの重要なファイルをセキュアではな 
いクライアントにコピーされてしまう可能性があることを意巧します。そのため、環境によっ 
ては、オフラインファイルを無効する必要もあります。 

[1] Windows 20001■乂降のクライアントでオフラインフアイルを使用することができます。 


オフラインファイルを設巧にする 

(1) Windows Storage Management のツリーウィンドウから [ BUFFALO ストレージマネー 
ジャ ー（ Local )] 一 [Share Folder Management ] をクリックします。 

(2) [Share Folder Management ] が表示されます。肤有フォルダ]一肤有]一[《共有フォ 
ルダ名》]をクリックし、操作ウィンドウの [More Actions ] から [ Properties ] をクリッ 
クします。 

(3) [《共有フォルダ名》のプ□パティ]の[全般]タブが表示されます。[オフラインの設定] 
ボタンをクリックします。 

(4) [オフラインの設定]が表示されます。次のオフラインファイルの設定をおこないます。 
参ユーザーが指定したファイルとプログラムのみ、オフラインで利用可能にする 

手動によるオフラインファイルの利用をおこないます。 

参共有からユーザーが開いたファイルとプログラムは、すべて自動的にオフラインで利用可 
能にする 

自動によるオフラインファイルの利用をおこないます。[パフォーマンスが最適になるよ 
うにする]をチェックした場合には、読み取り専用の利用となります。 

参共有にあるファイルやプ□グラムはオフラインで利用可能にしない 

オフライファイルを利用しません。 
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現在のデータ 
(誤って上書き） 


1時間前のデータ 
(シャドウコピ ー] 



8時間前のデータ 
(シャドウコピ ー) 



Windows Storage 
Server 2003 R 2 


共ちフォルダのシャドウコピー ( SCSF ) 


- 定期的にファイルのスナップショットを作成 
■ユーザーによる回復のサポート 


共有フォルダのシャドウコヒー (Shadow Copies of Shared Folders : SCSF ) は、ボリュームシャ 
ドウコピーサービスを使用して、ファイルの任意の時点でのコピー(シャドウコピ ー) を作 
成するスナップシヨット技術です。 

シャドウコピーは、スケジュールに基づき、最大64世代まで作成できます。ユーザーは使 
い慣れたエクスプローラから、誤って削除したファイルや上書きしたファイルを任意のシャ 
ドウコピーを使って、元の状態に復元することができます。 

共有フォルダのシャドウコピーには、次の特徴があります。 

•ボリューム単位で有効化する。 

- NTFS ボリュームでのみ使用できる。 

• あらゆるファイルに対応する。 

共有フォルダのシャドウコピーを使用するには、各クライアントに「シャドウコピークライ 
アント」をインストールする必要があります。 
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共有フォルダのシャドウコピーを設をにする 

(1) Windows Storage Management のツリーウインドウから [ BUFFALO ストレージマネー 
ジャ ー（ Local )] 一 [Share Folder Management ] をクリックします。 

(2) [Share Folder Management ] が表示されます。肤有フォルダ]をクリックし、操作ウイ 
ンドウの [More Actions ] から [All Tasks ] 一 [シャドウ〕ピーの構成]をクリックします。 

(3) [シャドウ〕ピ ー] が表示されます。[ボリュームの選択]からボリュームを選択し、[有効] 
ボタンをクリックします。 

(4) [設定]ボタンをクリックします。 

(5) [設定]が表示されます。シャドウコピーの最大サイズを入力します。 

(6) [スケジュール]ボタンをクリックします。 

(7) [《ドライブ名》]の[スケジュール]タブが表示されます。シャドウコピーを作成するス 
ケジュールを設定します [1]。 

川[シャドウコピ ー] の[今すぐ作成]ボタンをクリックすることで、手動でシャドウコピー 
を作成することもできます。 
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(参考)ボリュームシャドウコピーサーピス 



ボリュームシャドウコピーサービス （ VSS ) は、整合性の高いファイルのコピーを作成する 
ためのインフラストラクチヤです。 VSS は 、 Windows Storage Server 2003 R 2 のシステムコ 
ンポーネントであり、アプリケーシヨンから利用されるため、ユーザーが直接操作すること 
はありません。 VSS に対応したアプリケーシヨンには、バックアップユーティリティがあり 
ます。バックアップユーティリティは、 VSS がビジネスアプリケーシヨン、バックアップア 
プリケーシヨン、ストレージデバイスを調整し、正確なバックアップを作成します。次にそ 
の仕組みを紹介します。 
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(1) VSS リクエスタ （ VSS 対応バックアップユーティリティ）は、 VSS コーディネータにバッ 
クアップするファイルのシャドウコピーの作成を要求します。 

(2) VSS コーディネータは VSS ライターに対象となるデータのシャドウコピーを作成するため 
の準備をさせます。具体的には、 VSS ライターは、ホ終了のトランザクションを完了した 
り、キャッシュをフラッシュしたりします。 

(3) VSS コーディネータは一瞬、対象となるデータに対する読み書きを禁止します。その間に 
VSS コーディネータは、 VSS プロバイダにシャドウコピーを作成させます。 

(4) VSS リクエスタは、シャドウコピーをバックアップします。 

VSS により、才ープンしているファイルをバックアップすることが可能となるため 、 VSS 
対応バックアップユーティリティを使えば、ファイルの才ープンを気にすることなく任 
意の時間にノ くックアップを作成することができます。 
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( 参考 ) Virtual Disk Service (VDS) 


. マルチベンダのストレージデバイスを共通のイ 
ンタフエースで管理するための API 


ディスクの管理 
SAN 用記憶域マネージャ 


Virtual Disk Serv に e 




サードパーティ製 
管理ツール 


VDS (Virtual Disk Service ) は 、 DAS ( RAID 装置など)、 SAN 、 NAS などのストレージデバイ 
スを共通のインタフエースで管理するための API です 。 Windows Storage Server 2003 R 2 の 
VDS 互換の SAN 記憶域マネージャは、システムに対応したハードウエアプロバイダ （ VDS プ 
ロバイダ）を導入することで、あらゆるベンダのストレージデバイスを管理することができ 
ます。 


Windows Storage Server リフアレンスマニュアル 


33 
























ストレージの管理 



Windows Storage Server 2003 R 2 には、大容量の記憶装置を効率的に管理するために次の機 
能が用意されています。 

-デフラグ 

-フルテキスト検索 
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デフラグ 



ユーザーは、共有リソースを介して、ボリューム上でファイルの作成と削除を繰り返します。 
これが長期間、おこなわれるとディスクは徐々に断片化（フラグメント化）し、読み込みと 
書き这みのパフォーマンスが低下する殺れがあります。 

Windows Storage Server 2003 R 2 には、このようなディスクの断片化を解消（デフラグ）す 
るためのシステムユーティリティとして[ディスクデフラグツール]コンソールが用意され 
ています。[ディスクデフラグツール]コンソールは、ディスク内にある断片化されたファイ 
ルとフォルダを探し出してまとめることができるツールです。 

デフラグをおこなラ 

(1) Windows Storage Server Management の、ソ リーウィンドウから [ BUFFALO ストレージマ 
ネージャ ー（ Local )] 一 に isk and Volume Management ] 一 [ディスクデフラグツール] 
をクリックします。 

(2) [ディスクデフラグツール]が表示されます。結果ウィンドウでボリュームを選択し、操 
作ウィンドウの [More Actions ] 一 [最適化]をクリックします。 

スケジュールされたタスクとして defrag . exe を登録すれば、定期的にデフラグを実行するこ 
とがでさます。 
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フルテキスト検索 


■ Index Service によるファイル検索 

■ 標準で Microsoft Office ファイルの全文検索が可能 
■ Ifilter 拡張コンポーネントによるサードパーティの 
ファイルの全文検索をサポート 
■ 検索可能なファイルカ巧00〜400万に拡張 

■ Windows 2000および Windows XP の標準検索 
UI に対応 

■ 追加コンポーネントは不要 


フルテキスト検索は、 0 S 標準の検索エンジンである Index Service を強化した Windows 
Storage Server 2003 R 2 の機能です。フルテキスト検索では、マイク□ソフトの Office ドキュ 
メントをはじめ、サードパーティのドキュメントを対象としたフルテキスト検索が可能となつ 
ています。また、検索可能なドキュメントのファイル数も3〜400万程度まで拡張されてい 
ます。 


Windows 2000および Windows XP では、検索画面で！（エクスクラメンシヨンマーク）をつ 
けて検索するだけでフルテキスト検索が可能です。そのため、クライアントに追加のコンポー 
ネントをインストールする必要はありません。 
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フルテキスト検索を有効化する 

(1) Windows Storage Server Management の、ソ リーウィンドウから [ BUFFALO ストレージマ 
ネージャ ー（ Local )] 一 [Services and Applications ] 一 [インデックスサービス]をクリッ 
クします。 

(2) [インデックスサービス]が表示されます。[《カタ□グ名》]一[ディレクトリ]をクリックし、 
操作ウィンドウの [ MoreActions ] から [ New ] 一 [ディレクトリ]をクリックします。 

(3) [ディレクトリの追加]が表示されます。[パス]に検索対象となるフォルダのパスを入力 
し、[エイリアス]に検索対象となるフォルダのネットワークパスを入力します。[インデッ 
クスにさめますか？]には[はい]を選択します。 
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UNIX / Linux クライアントのサポート 


. NFS サーバーとして稼動 
. UNIX / Linux 側にアドナンは不要 
. UNIX アカウントのマッピングが可能 
. NFS クライアント機能も実装 
■ Windows の共有フオルダと共存可能 




Windows Storage 
Server 2003 R 2 


Windows Stonge Server 2003 R 2 には、 Windows と Unix / Linux との相互運用を実現するた 
めのツールである Microsoft Windows Services for UNIX ( SFU ) が同捆されています。 SFU の 
NFS クライアントおよび NFS サーバーを使用すれば、 Windows Storage Server 2003 R 2 を 
NFS クライアントまたは NFS サーバーとして稼動させることができ、 UNIX/Linux とシーム 
レスにデータの交換をおこなうことができます [1]。 

川 NFS (Network File System ) は、 UNIX / Linux で使用されている標準のファイル共有プロ 
トコルです。 
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フォルダの NFS 共有 



r 


Windows Sto 口 ge Server 2003 R 2 の NFS 共有により 、 UNIX / Linux などの NFS クライアント 
にフォルダを公開することができます。また、 NFS 共有では、匿名やコンピュータ（または 
コンピュータグループ）に対してアクセス許可を割り当てることもできます。 


フォルダを NFS で巧有する 

(1) 任意のフォルダでちクリックし、メニューから[プロパティ]をクリックします。 

(2) [《フォルダ名》のプロパティ]の[全般]タブが表示されます 。 [NFS Sharing ] タブをクリッ 
クします。 

(3) [NFS Sharing ] タブが表示されます 。 [Share this folder ] を選択し 、 [Share name ] を入 
力します。 
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[Microsoft Services for NFS ] コンソール 



[Microsoft Services for NFS ] コンソールは、 SFU の管理をおこなう MMC スナップインです。 
[Microsoft Services for NFS ] コンソールでは 、 User Name Mapping、Client for NFS、Server 
for NFS の各設定ができます。 
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ューザー名マッピング 



Windows Storage Server 2003 R 2 の共有リソースに UNIX / Linux クライアントからアクセス 
する際、 UNIX / Linux のユーザーやグループの識別子である uid (user id ) と gid (group id ) 
を Windows のユーザーやグループに変換する必要があります。これはユーザー名マツピン 
グにより実現できます。 

ユーザー名マツピングでは、 UNIX / Linux のグループファイルとパスワードファイルまたは 
NIS (Network Information Server ) サーバーと Windows の SAM または Active Directory ド 
メインを関係付けします。これにより、 Windows Storage Server 2003 R 2 の共有リソースに 
UN IX / LinUX クライアントへの適切なアクセス許可が割り当てられます。 

ユーザー名マツピングの動作は、次のようになります。 

(1) UNIX / Linux クライアントから Windows Storage Server 2003 R 2 の共有リソースに uid と 
gid を使ってアクセスします。 

(2) 山 d と gid を Windows ユーザーとグループに変換し、 NTFS アクセス許可と共有のアクセ 
ス許可を確認します。 

(3) 適切なアクセス許可があれば、 UNIX/Linux クライアントに共有リソースを提供します。 
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Macintosh クライアントのサポート 


- Apple Share IP サーバーとして稼動 

■ Macintosh 側にアドナンは不要 

■ Microsoft と Apple の認証をサポート 

■ Windows の共有フオルダと共存可能 
. 拡張子とクリエータ/タイプの関連付け 





Windows Storage 
Server 2003 R2 


Windows Storage Server 200 3 R 2 に [File Services for Macintosh ] をインストールすることで、 
AFP (Apple Filing Protocol ) をサポートした Macintosh のファイルサーバーとして稼動さ 
せることができます川。このとき、 Macintosh クライアントから、 Windows Storage Server 
2003 R 2 が、 Apple Share IP サーバーとして認識されるため、 Macintosh クライアントに特別 
なコンポーネントのインストールは必要ありません。また、ユーザー認証は、 Apple 認証だ 
けでなく、よリセキュアな Microsoft 認証もサポートしています。 

Windows の共有フォルダを AFP の共有フォルダに設定することで、容易なデータ交換を実 
現することもできます。このとき、 Windows の拡張モと Macintosh のクリエータ/タイプを 
自動変換することができるため、どちらの 0 S からでも共有フォルダのファイルをダブルク 
リックすることで、ファイルを才ープンできます。 

[1 ]AFP は、ネイティブな Macintosh のファイル共有プロトコルです。 


Windows Storage Server リフアレンスマニュアル 


43 








